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　親愛なるライオンズクラブの会員、関係者の皆様、そして地域の皆様へ。

　私たち深谷ライオンズクラブは、この度、創立 50 周年を迎えることができました。

　50 年前の 1975 年 10 月　本庄ライオンズクラブのスポンサーにより、日本国内

で 1959 番目、330-C 地区では 32 番目、53 名のチャーターメンバーにより私たち

のクラブは小さな一歩を踏み出しました。

　それが今では、数多くの人々に笑顔と希望を届ける大きな力となり、地域貢献の

一端を担う存在として成長しました。これもひとえに、先輩方の努力と後輩会員の

熱意、そして私たちを支えてくださる地域の皆様のおかげです。心より感謝申し上

げます。

　深谷市は今期、渋沢栄一翁が新紙幣となる記念の年となりました。当クラブの

50 周年事業のメイン事業は渋沢栄一翁の銅像移築になります。深谷市役所へ青森

にある銅像を移築いたします。また 50 周年事業として第一回ライオンズクラブ国

際協会 330-C 地区ジュニアサッカー大会を主催、チャリティーゴルフ大会開催、

青淵公園イルミネーション協賛、深谷テラス協賛、献血活動・花壇整備・園児への

芋掘り体験実施、市内小学校へのボール寄贈、新春ライオンズ杯ジュニアスポーツ

大会開催、災害被害地域への義援金等を実施いたしました。

　 深 谷 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ が 創 立 し た 1975 年 に 私 は 産 ま れ ま し た。50 周 年

の今期 50 歳そして 50 代会長を務める事が出来ることを誇りに思います。　　　　　　　　　　　　　　　　

今期のテーマは、「勇往邁進」です。恐れることなく 50 周年にむけてひたすら前

進致しました。そして今期のスローガンは、「未来を創る獅子となる」です。この

50 年の歩みを踏まえ、私たちは新たな 50 年に向けて、より一層の成長と発展を

目指していきます。私たちの活動が地域社会にどれだけ貢献できるか、それがライ

オンズクラブの存在意義であり、私たちの目指すべき未来でもあります。

　これからも会員一丸となり、「We Serve」の精神を胸に、地域のため、そして社

会全体のために尽力してまいります。どうか今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜

りますようお願い申し上げます。

　最後に、50 周年を迎えられたことを祝し、そして未来への新たな一歩を踏み出

すにあたり、皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げ、私の挨拶に代えさせ

ていただきます。

Ｌ. 室田　真巨

深谷ライオンズクラブ
第 50 代　会長
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大野　元裕

埼玉県知事

　深谷ライオンズクラブが結成５０周年を迎えられましたことを心からお祝
い申し上げます。
　室田真巨会長をはじめ、会員の皆様におかれましては、日頃から県政の推
進に格別の御支援、御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　貴クラブは結成以来、長きにわたり、様々な奉仕活動を通じて地域社会の
発展のために御尽力いただいております。
　今期は「勇往邁進」というテーマの下、「未来を創る獅子となる」という
スローガンを掲げられ、ジュニアスポーツ大会や芋掘り体験の開催、環境保
全活動など、地域に寄り添いながら奉仕の姿勢を貫き、社会に貢献し続ける
皆様の姿に心から敬意を表します。
　さて、本県は、「人口減少・超少子高齢社会の到来」と「激甚化・頻発化
する自然災害などへの危機対応」という２つの歴史的課題に直面しています。
　これらの課題解決のため、本年夏に様々な業種・規模の企業等の交流・マッ
チングによりイノベーションを創出する拠点「渋沢ＭＩＸ」を開設するほか、

「埼玉版スーパー・シティプロジェクト」、サーキュラーエコノミーの一層の
推進、ＤＸ活用による人手不足対策を通じた県内事業者の生産性向上の支援
にも取り組みます。
　また、安心してこどもを生み育てられる社会、こどもたちが未来への希望
を持てる「こどもまんなか社会」の実現に取り組んでまいります。
　さらに、関係機関との強固な連結を推進する「埼玉版ＦＥＭＡ」の充実を
図るとともに、緊急性の高い防災・減災対策を強化してまいります。加えて、

「民が民を支える」をスローガンに「埼玉県ＮＰＯ基金」に頂いた寄附を活
用し、ＳＤＧｓの理念を踏まえて社会全体で地域の課題解決に取り組むＮＰ
Ｏの活動を支援しております。さらに、企業・団体の皆様のＣＳＲ・社会貢
献活動を応援する「ＳＡＩＴＡＭＡ社会貢献プロジェクト」に取り組んでま
いります。
　皆様におかれましても、誰もが参画する持続可能な社会の実現に向けて、
より一層のお力添えを賜りますよう心からお願い申し上げます。
　We Serve の精神で、持続可能な社会実現に向け取り組んでおられる深谷
ライオンズクラブの限りない御発展と皆様の御健勝、御活躍を祈念申し上げ、
お祝いの言葉といたします。
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小島　進

深谷市長

　このたび、深谷ライオンズクラブが栄えある設立５０周年を迎えられます

こと、心からお慶び申し上げます。

　深谷ライオンズクラブは、昭和５０年に結成されて以来、激動する時代、

変わりゆく社会のなかで、さまざまなボランティア活動を通じて地域社会に

多大な御貢献を賜っております。このように長らく活動が続いていらっしゃ

るのも歴代の会長様をはじめ、会員の方々の弛まぬ努力と奉仕の心によるも

のと、深く敬意を表するとともに、心から感謝申し上げる次第です。

　さて、令和７年度は、１市３町の合併による新たな深谷市の誕生から２０

年の節目の年になります。新市誕生２０周年を市民の皆さまとお祝いすると

ともに、これからの未来に向けた出発点とするため、「深谷市誕生２０周年」

の機運の醸成を図ってまいります。

　また、郷土の偉人渋沢栄一翁が描かれた新一万円札が発行され、大きな脚

光を浴びております。深谷市の冬の風物詩である青淵公園イルミネーション

では、１２万球以上の電球に加えて貴クラブの５０周年記念イルミネーショ

ンが会場を彩り、新一万円札発行のお祝いムードを高めてくださいました。

　市といたしましても、この盛り上がりを一過性にすることなく、継続させ

ていくため、今年度は新たに「新紙幣発行１周年記念お札サミット」等を開

催し、「渋沢栄一＝深谷市」というイメージの定着を図ってまいります。

　深谷ライオンズクラブの皆さまが実践する活発な地域社会での奉仕活動

は、まさに栄一翁が生涯貫いた「忠恕」の心、まごころと思いやりの精神に

通じるものでございます。

　今後も、栄一翁の精神を広く全国に発信するととともに、これからの深谷

市のまちづくりとして継承し、市政発展のため全力を傾注してまいります。

　貴クラブにおかれましては、今後も地域社会に密着した活動を展開され、

更なる飛躍をご期待申し上げるとともに、深谷市発展のため一層のお力添え

を賜りますようお願い申し上げます。

　結びにあたり、深谷ライオンズクラブの益々の御発展と、皆様の御健勝と

御多幸を心から祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。
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深谷商工会議所　会頭

村岡　正巳

　深谷ライオンズクラブ創立 50 周年を心よりお祝い申し上げます。

　ライオンズクラブは 1917 年に、アメリカ・シカゴにおいて設立され、世

界各地で活動されている世界最大の社会奉仕団体であり、深谷ライオンズク

ラブにおかれましてもその一員として、1975 年の設立以来、50 年という半

世紀にわたり「奉仕」の精神を柱に様々な活動をされ、地域社会の発展に寄

与されておりますことに深い感謝と敬意を表します。

　一言で 50 年と申しましても、これまでの永い歴史の中では、数多くのご

苦労や困難があったかと思います。そのような中でも、歴代の会長様をはじ

め、会員の皆様は献身的に活動を続けてこられました。そして、そのどれも

が地域社会にとって非常に有意義なものであり、何よりもこうした活動を通

じて、多くの皆様との間に信頼と親しみの絆が生まれ、今もなお地域社会に

深く根付いていることは、まさに深谷ライオンズクラブがなくてはならない

存在であることを証明しています。

　そしてこの度、50 年という節目を迎え、これまでの歩みや成果を振り返

るとともに、これからの未来も見据え、引き続き会員の皆様一人一人が、設

立以来変わらぬ情熱と献身により、多くの人々に向けて手を差し伸べるため

のご努力を続けていかれることと思います。

　我々、深谷商工会議所も市内産業及び地域経済発展のため、様々な活動を

実施しておりますが、IT 技術の発達などにより、私たちの生活はもとより、

地域や企業を取り巻く環境も大きく変わりつつあります。このような時代の

変化とともに、新たな課題や機会が待ち受けている中、深谷ライオンズクラ

ブとはこれからも良きパートナーとして、活力と魅力に溢れ、住み良い街づ

くりに向けて共に歩んでいきたいと思っております。

　結びに、深谷ライオンズクラブの今後益々の発展と会員皆様のご健勝、そ

して、引き続き「未来を創る獅子」としてご活躍いただきますことを祈念申

し上げ、お祝いの挨拶とさせていただきます。
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ライオンズクラブ国際協会
国際理事

L. 濱野　雅司

　このたび、深谷ライオンズクラブ様が「未来を創る獅子となる」という力強い
スローガンのもと、結成 50 周年を迎えられましたことを、心よりお祝い申し上
げます。
　50 年という長い歳月の中で、貴クラブの皆様は困難な状況にある人々や地域に
寄り添い、地域社会に根ざし、数多くの奉仕活動を通じて社会貢献に尽力されて
きました。その歩みは、単なる時間の積み重ねではなく、思いやりを行動に移し、
地域の方々の心に深く刻まれる貴重な軌跡であり、多くの人々に希望と喜びを与
えてこられました。
　貴クラブの皆様は、献血活動をはじめ、野菜の収穫を通した子どもたちの健全
育成、スポーツ大会による青少年の育成支援、さらには花の植え替えを通じた環
境保全活動など、多岐にわたる社会奉仕活動を展開されてきました。これらの取
り組みは、単に支援を提供するだけでなく、地域全体の活性化と発展にも大きく
貢献するものです。
　皆様の熱意と奉仕の精神は、単なる慈善活動にとどまらず、多くの人々の生活
の質を向上させ、地域社会の発展に寄与してきました。50 周年を迎えた今、貴ク
ラブが地域社会にとって不可欠な存在となっており、皆様が築き上げてこられた
功績は、誠に計り知れないものがあります。
　50 周年という節目は、これまでの歩みを振り返り、さらなる飛躍に向けて新た
な一歩を踏み出す絶好の機会です。創立当初の志を改めて見つめ直し、新たなビ
ジョンを描くことで、未来に向けたより大きな社会貢献が可能となることでしょ
う。地域のさらなる発展と繁栄のために、皆様が引き続き協力し、力を合わせて
活動されることが、ライオンズクラブの精神をさらに高め、より多くの人々の生
活に影響を与えることになると確信しております。
　ライオンズクラブのモットーである「We Serve」の精神は、まさに貴クラブの
活動に息づいております。また、オリベイラ国際会長が発信された「Make Your 
Mark：足跡をしるす」というメッセージは、これからの活動の指針となるもので
しょう。私たち一人ひとりが小さな奉仕を積み重ね、その愛情と思いやりの結集
がより良い地域社会を築き、奉仕の足跡を残す原動力となります。
　貴クラブが今後も地域社会を照らす「希望の光」となり、新たな道を切り開い
ていかれることを心から願っております。50 年の歴史を誇りに、新たな挑戦へと
邁進される皆様の姿勢が、これからも地域社会に必要とされ、さらに重要な役割
を果たすことは間違いありません。
　結びに、深谷ライオンズクラブ様の今後ますますのご発展と、会員の皆様のご
健勝、ご多幸を心よりお祈り申し上げますとともに、改めて 50 周年の節目を迎
えられましたことに深く敬意を表し、お祝いの言葉とさせていただきます。



66

祝
　
辞

祝　辞

L. 中村　泰久

ライオンズクラブ国際協会
元国際理事

　貴クラブが、クラブチャーター 50 周年を迎えられましたこと、心よりお
祝い申し上げます。
　室田真巨会長始め歴代のクラブ会長の下、永きにわたり素晴らしいクラブ
運営をされながら、多種多様な奉仕活動を活発にされております事に対し心
より敬意を表します。
　今期、Fabricio Oliveira 国際会長は、【MAKE YOUR MARK 足跡をしるす】
を会長メッセージに掲げられ、会員増強を推進し影響力の拡大・インパクト
の高い奉仕活動の推進・優れたマーケティングを推進してイメージアップを
図りライオンズクラブの足跡を示そうと言われております。
　メンバー皆様には、今後も LCI 並びに LCIF にご支援頂き、また活用しな
がら奉仕の心という純然たる思いを持って思いやりに満ちたインパクトの高
い奉仕活動を実行し、新しい会員を増やして頂きたいと思っております。
　そして、これからのライオンズクラブのリーダーは、【サーバントリーダー
シップ】が求められ、過去の支配型のリーダーではなく、支援型のリーダー
になり「まず相手に奉仕し、その後相手を導く」リーダーが必要です。
　今後もサーバントリーダーシップを発揮され、人道的奉仕団体として We 
Serve のもと奉仕活動に邁進をして頂きたいと願っております。
　結びに、ライオンズクラブの奉仕活動の歴史は容易に積み上がるものでは
ありません。
　一人ひとりのメンバーが、家族・会社の理解・協力を求め、奉仕活動に身
を捧げ地域社会への奉仕のために時間を割き真摯に取組む皆様の姿は、素晴
らしいライオンズスピリットであります。
　ライオンズクラブが未来永劫発展していくには、自己満足の奉仕活動では
なく地域社会が求めている
　奉仕活動・世界で奉仕を必要とする方々への奉仕を実践して行かなくては
なりません。
　その継続こそが、ライオンズクラブとしての誇りを持ち続け、貴クラブを
創り上げているのだと実感すると共に、深甚なる敬意と感謝の念を申し上げ
ます。
　最後にはなりましたが、皆様のいっそうのご活躍と貴クラブの更なるご発
展を祈念申し上げます。

I believe in the Lions Clubs ！（私はライオンズクラブを信じています！）
I believe in friendship among fellow Lions ！（私はライオンズの仲間たちの
友情を信じています！）
I believe in all of you here ！（私はここにいる皆さんを信じています！）
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ライオンズクラブ国際協会
330 ‐ C 地区ガバナー

　紫陽花の色が美しく映える季節のなか、「深谷ライオンズクラブ結成

５０周年記念式典」が「埼玉グランドホテル深谷」にて、盛大に開催さ

れます事、３３０－ C 地区を代表して心よりお慶び申し上げます。

　今期、室田 真巨会長は「未来を創る獅子となる」という会長スローガ

ンを掲げ、メンバーの皆様とともに、地域の先頭に立って奉仕活動に邁

進されていることに、心より敬意を表させて頂きます。

　また、５０周年記念事業として「第一回ライオンズクラブ国際協会

３３０－ C 地区ジュニアサッカー大会」を主管され、埼玉県内の強豪ジュ

ニアサッカーチームが集結し、熱戦を繰り広げ、感動を共有できたこと

に、心から感謝申し上げます。今後、第２回、第３回と継続して開催で

きることを期待しております。

　今期、ファブリシオ・オリベイラ国際会長は「足跡をしるす」というメッ

セージを発信しております。その中で「ライオンズは誰もがリーダー。

奉仕を通じて人と人を結び、コラボレーションを促し、誰もが無理だと

いう事をやってのける。そして、志ある人を奉仕に誘い、共に活躍する

チャンスを与え、仲間（新会員）を増やしましょう」と説いています。

今、世界では奉仕を必要としている人が増え続けています。しかしなが

ら奉仕を使命とするライオンズクラブのメンバーは減少しているのが現

状です。昨年度からスタートした「Mission1.5」。私たちはこのミッショ

ンをなんとしても達成させなければなりません。未来のライオンズクラ

ブが光り輝くものとなる様、力を合わせて、ともに努力していこうでは

ありませんか！

　結びに、深谷ライオンズクラブの益々のご発展、そしてクラブメン

バー、ご家族の皆様のご多幸、ご健勝をお祈り申し上げ、お祝いの言葉

に代えさせて頂きます。

L. 猪野塚　弘樹
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　深谷ライオンズクラブの皆様、この度は結成 50 周年、誠におめ

でとう御座います。半世紀に渡り先輩方が歩んだ奉仕を受け継ぎ、

そしてさらに進展され今を迎える事が出来たことは、ライオンズク

ラブでの良き見本であり、また誇りでもあります。

　330 － C6Z の中でメンバー数 42 名と最多を誇り、奉仕活動の充

実は我々ライオンズクラブの誇りでもあり、また目標でもあります。

まさに今期会長 室田会長のスローガン「未来を創る獅子となる」の

如く未来を見据えたアクティビティーには尊敬の念すら覚えます。

また、50 周年記念アクトとして郷土の偉人渋沢栄一翁の銅像寄贈

は今後、幾世紀に渡り地元に愛される素晴らしいアクティビティー

となるでしょう。

　振り返れば 50 年前、本庄 LC がスポンサーとなり深谷ライオン

ズクラブが結成され、はや半世紀が経ちました。よちよち歩きだっ

た子供達が、今や親を超え立派な成人として歩んでおります。親と

してこの上ない喜びと自慢であります。今後共、地域のため・社会

のため、本当に必要とされ望まれる奉仕活動を引き続きご期待申し

上げます。

　結びに、深谷ライオンズクラブの益々のご活躍とメンバーの皆様

の御健勝を衷心より御祈念申し上げ、50 周年記念の祝いの言葉と

致します。本当におめでとう御座います。

L. 山田　幸一

スポンサークラブ
本庄ライオンズクラブ
会長
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L. 三浦　耕三

　深谷ライオンズクラブ様におかれましては歴代会長をはじめ会員様のたゆ
まぬ努力により結成 50 周年を迎えられ盛大な記念式典か催されることにエ
クステンションクラブであります岡部ライオンズクラブ会員一同心よりお祝
い申し上げます。
　貴クラブは私どものスポンサークラブとして、ライオンズ精神や地域密着
の奉仕活動においての重要性等をご指導いただくとともに合同例会の開催や
相互の例会訪問を通じて親子の絆の強さというものを改めて強く感じていま
す。
　また、50 周年を迎えた本年度の記念事業として開催された「ライオンズク
ラブ国際協会 330-C 地区ジュニアサッカー大会」は 330-C 地区全体を巻き
込んだ大きな、素晴らしい事業でした。このような新たな挑戦をする姿に貴
クラブからは郷土の偉人である渋沢栄一翁の精神を垣間見た気がします。ま
た、長年続けている青少年育成事業のスポーツ大会では参加する子供達の保
護者からの信頼も厚く、昨年の私ども岡部ライオンズクラブが担当した YCE
事業ではその保護者にホストファミリーとして協力もして頂き大変に感謝し
ています。
　私ども岡部ライオンズも 4 年前に 30 周年を迎えました。その式典におい
て貴クラブからたくさんのメンバーに参加して頂きました。私はその時は入
会して 6 年程度でしたが、メンバー歴が長い人たち同士が笑顔で談笑してい
る様を見て非常に強い絆というものを感じました。また納涼例会やクリスマ
ス例会でお邪魔させて頂いた時は貴クラブの凄さを身をもって体験もしまし
た。数年前のコロナ過でさまざまなイベントやアクティビティが中止となり
ましたが、それが解禁になってからの動きだしもすばやく大変に勇気づけら
れ深谷ライオンズクラブはすごいクラブだなと感服もしています。
　私どもも貴クラブを見習いつつ、地域に貢献できるライオンズクラブであ
るよう会員一同精進し努力する決意です。引き続きご指導・ご鞭撻を賜りま
すようお願い申し上げます。
　結びに、深谷ライオンズクラブ様の益々のご発展と会員の皆様並びにその
ご家族様のご活躍ご健康をご祈念申し上げ、御祝の言葉とさせて頂きます。
50 周年誠におめでとう御座います。

エクステンションクラブ
岡部ライオンズクラブ
会長
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　本日は深谷ライオンズクラブ結成５０周年記念式典を開催するに

あたり、埼玉県知事大野元裕様を始めご来賓各位、ライオンズクラ

ブ国際協会 330-C 地区ガバナー猪野塚弘樹 L 並びにキャビネット役

員の方々、ブラザークラブの皆様のご臨席を賜り厚く御礼申し上げ

ます。

　本庄ライオンズクラブスポンサーの元 1975 年 10 月に誕生した

深谷ライオンズクラブは「We　Serve（我々は奉仕する）」の理念

のもと、地域社会に貢献することを使命として活動を続けてまいり

ました。

　福祉活動、環境保全、青少年育成など、多岐にわたり奉仕活動を

展開し、地域の皆様とともに歩んできた５０年でした。

　毎年開催しているチャリティーコンペでは大勢の皆様にご参加い

ただき、その資金によりライオンズ杯ジュニアスポーツ大会や、小

学校へのボールの寄贈、震災への義援金などをさせて頂いておりま

す。

　この式典を通じて、私たちの奉仕活動の意義を再確認し、より多

くの人々と協力しながら、新たな社会貢献の形を模索していきたい

と考えております。今後とも、地域の皆様と共に歩み続け、より良

い未来を築いていく所存です。

当クラブを支えてくださったすべての方々に改めて深く感謝申し上

げそして、今後とも変わらぬご支援とご指導を頂き We　Serve を

胸にメンバー一丸となって慢心してまいります。

　結びにあたり、ご臨席賜りました皆様のご健勝とご多幸をお祈り

申し上げご挨拶の言葉とさせて頂きます。

Ｌ. 剱持　紀雄

実行委員長
深谷ライオンズクラブ
第 46 代　会長

お 礼 の 言 葉
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深谷ライオンズクラブ
結成 50 周年記念式典・祝宴次第

【第一部】　記念演奏会　14：00 ～ 14：30
 	 東京成徳深谷高等学校　吹奏楽部

清 水　 陽 一L.司 会

【第三部】　記念お囃子　16：00 ～ 16：30
	 深谷西嶋町囃子會・熊谷彌生會

清 水　 陽 一L.司 会

【第四部】　祝　宴　　   16：30 ～ 18：30
1. 開 宴 の 言 葉
2. 会 長 挨 拶
3. 来 賓 祝 辞

4. ウ ィ サ ー ブ
5. ス ク リ ー ン 上 映
6. ア ト ラ ク シ ョ ン

7. ラ イ オ ン ズ ロ ア ー
8. ま た 会 う 日 ま で
9. 閉 宴 の 言 葉

中 山　 直 也
柴 崎　　 宏
室 田　 真 巨
村 岡　 正 巳
宮 澤　 達 三
中 村　 泰 久
藤 村　 久 雄
長谷川　周司

小 島　 洋 輔

福 島　 良 二
出 席 者 全 員
秋 山　 広 行

L.
L.
L.

L.
L.
L.

L.

L.
L.
L.

様
様

司 会
記念総務部会長　第 45 代会長
会 長
深 谷 商 工 会 議 所 会 頭
深谷市スポーツ少年団　本部長
ライオンズクラブ国際協会 元国際理事
330-C 地区 6Z ゾーンチェアパーソン
記念PR・記念誌部会長　第48代会長

司 会

第 4 2 代 会 長

第 4 9 代 会 長

 みち乃く兄弟・重忠太鼓保存会・G.R.E.S アカデミコス・ダ・グローリア

【第二部】　記念式典   　14：50 ～ 16：00
1. 開 会 の 言 葉
2. 開 会 の ゴ ン グ
3. 国 歌 斉 唱
4. ライオンズヒム斉唱
5. 物故ライオンへ黙祷
6. 歓 迎 の 挨 拶
7. 来賓並びにライオンズクラブ関係者の紹介
8. ブラザークラブ並びに各クラブの紹介
9. 会 長 挨 拶

10. ガ バ ナ ー 祝 辞
11. 50 周年記念事業発表
12. 記念事業の目録贈呈
13. 国 際 理 事 表 彰　  故 L. 長沼　喬
14. 永 年 在 籍 者 　 表 彰 　 4 0 年・3 0 年
15. 来 賓 祝 辞

16. スポンサークラブ挨拶
17. 祝 電 披 露
18. 謝 辞
19. 閉 会 の ゴ ン グ
20. 閉 会 の 言 葉

清 水　 陽 一
篠 﨑　 信 行
室 田　 真 巨

剱 持　 紀 雄
中 山　 直 也
中 山　 直 也
室 田　 真 巨
猪野塚　弘樹
藤 澤　　 稔
室 田　 真 巨
濱 野　 雅 司
室 田　 真 巨
大 野 元 裕 
小 島　　 進 
濱 野　 雅 司
山 田　 幸 一
小 島　 洋 輔
原 　 浩
室 田　 真 巨
前 田　 恭 央

L.
L.
L.

L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.

L.
L.
L.
L.
L.
L.

様
様

司 会
第 一 副 会 長
会 長

実 行 委 員 長　 第 46 代 会 長
会 計
会 計
会 長
330-C 地 区 ガ バ ナ ー
記念事業部会長　第 43 代会長
会 長
国 際 理 事
会 長
埼 玉 県 知 事
深 谷 市 長
国 際 理 事
本 庄 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 会 長
テ ー ル・ ツ イ ス タ ー
記念式典部会長　第 47 代会長
会 長
第 二 副 会 長

出 席 者 全 員
ライオンズメンバー全員
出 席 者 全 員
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ご 来 賓

ライオンズクラブ国際協会

埼 玉 県 知 事

深 谷 市 長

深 谷 市 議 会 議 長

埼 玉 県 議 会 議 員

埼 玉 県 議 会 議 員

深 谷 市 教 育 長

深 谷 警 察 署 長

深 谷 商 工 会 議 所 会 頭

深 谷 市 観 光 協 会 会 長

深 谷 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 長

深 谷 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 幹 事

深 谷 東 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 長

深 谷 東 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 幹 事

深 谷 ノ ー ス ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 長

深 谷 ノ ー ス ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 幹 事

岡 部 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 長

岡 部 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 幹 事

一 般 社 団 法 人 深 谷 青 年 会 議 所 理 事 長

一 般 社 団 法 人 深 谷 青 年 会 議 所 専 務 理 事

深 谷 市 ス ポ ー ツ 少 年 団 本 部 長

深 谷 市 ス ポ ー ツ 少 年 団 副 本 部 長

深 谷 テ ラ ス パ ー ク エ リ ア マ ネ ジ メ ン ト

深 谷 ベ ジ タ ブ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ㈱

※330-C地区役員のみ記載させていただきます。

国 際 理 事

元 国 際 理 事

ガ バ ナ ー

前 地 区 ガ バ ナ ー

大 野　 元 裕

小 島　　 進

角 田　 義 徳

江 原 く み 子

小 川 真 一 郎

片 桐　 雅 之

小 林　 徳 明

村 岡　 正 巳

瀬 山　　 豪

下 妻　 慶 悟

新 　　 道 行

布 施　 正 典

荒 木　 正 和

横 田　 政 弘

坂 田　 光 司

三 木　 正 行

橋 本　 和 行

小 内　 大 河

仲 田　 雄 三

宮 澤　 達 三

八 ツ 田 広 治

鈴 木　 耕 太 郎

大 木　 賢 一

濱野　雅司

中村　泰久

猪野塚弘樹

田中　雄一

L.

L.

L.

L.

（ 岩 槻 ）

（ 大 宮 北 ）

（ 八 潮 ）

（ 狭 山 ）

国 際 協 会

国 際 協 会

330 － C 地 区

330 － C 地 区

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様
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※330-C地区役員のみ記載させていただきます。

第１副地区ガバナー /LCIFコーディネーター

第２副地区ガバナー /FWTコーディネーター

元 地 区 ガ バ ナ ー 名 誉 顧 問

元 地 区 ガ バ ナ ー 名 誉 顧 問

元 地 区 ガ バ ナ ー 名 誉 顧 問

キ ャ ビ ネ ッ ト 幹 事

キ ャ ビ ネ ッ ト 会 計

1 Ｚ ゾ ー ン・ チ ェ ア パ ー ソ ン

3 Ｚ ゾ ー ン・ チ ェ ア パ ー ソ ン

5 Ｚ ゾ ー ン・ チ ェ ア パ ー ソ ン

6 Ｚ ゾ ー ン・ チ ェ ア パ ー ソ ン

7 Ｚ ゾ ー ン・ チ ェ ア パ ー ソ ン

9 Ｚ ゾ ー ン・ チ ェ ア パ ー ソ ン

10 Ｚ ゾ ー ン・ チ ェ ア パ ー ソ ン

会 員 維 持・ 増 強 委 員 会（GMT）　 委 員 長

LCIF副コーディネーター/LCIF委員会　委員長

Ｙ Ｃ Ｅ 委 員 会 　 委 員 長

糖 尿 病・ ４ 献 委 員 会　 委 員 長

キ ャ ビ ネ ッ ト 事 務 局 長

会則・指導力育成委員会（GLT）　副委員長

Y C E 委 員 会 　 副 委 員 長

地 区 年 次 大 会 委 員 会　 副 委 員 長

ア ラ ー ト・ 緊 急 支 援 委 員 会　 委 員

魅 力 向 上（UP）& 発 信 委 員 会　 委 員

情 報 テ ク ノ ロ ジ ー 委 員 会　 委 員

薬 物 乱 用 防 止 委 員 会　 委 員

YC E 委 員 会 ア ド バ イ ザ ー

Y C E 委 員 会 　 委 員

糖 尿 病・ ４ 献 委 員 会　 委 員

糖 尿 病・ ４ 献 委 員 会　 委 員

会 計 監 査 委 員

キ ャ ビ ネ ッ ト 副 幹 事

キ ャ ビ ネ ッ ト 副 幹 事

キ ャ ビ ネ ッ ト 副 幹 事

キ ャ ビ ネ ッ ト 副 幹 事

三浦　宏仁
須田　義博
田 中　 明
島田　佳宣
松原　一郎
布田　雅規
山口　哲生
河村　賢治
田 中　 進
尾崎　博則
藤村　久雄
相 馬　 威
河 野　 悟
髙野　兼一
渡 辺　 勝
牧野　正晃
柚山　明人
篠﨑　信行
嶋田　清司
山口　邦代
渡邊　美子
平岡　幹朗
澤田　真弘
木村　幸良
池上　照幸
根岸　弘明
ベイリー久美子
平 識　　 豪
江袋　義治
萩 原　　 学
大澤　正志
保坂かおり
吉田　幸治
鈴木　信之
仲　　 隆 徳

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

（ 川 越 葵 ）

（ 朝 霞 ）

（ 和 光 ）

（秩父中央）

（上尾中央）

（ 八 潮 ）

（ 春 日 部 ）

（ 川 口 ）

（大宮見沼）

（ 春 日 部 ）

（ 深 谷 ）

（ 秩 父 西 ）

（ 川 越 葵 ）

（ 朝 霞 ）

（ 伊 奈 ）

（ 川 越 葵 ）

（ 西 入 間 ）

（ 深 谷 ）

（ 蓮 田 ）

（ 加 須 ）

（ 朝 霞 ）

（ 入 間 ）

（ 熊 谷 ）

（ 本 庄 ）

（ 本 庄 ）

（ 行 田 ）

（ 加 須 ）

（ 深 谷 ）

（ 行 田 ）

（ 富 士 見 ）

（ 和 光 ）

（かすかべ藤）

（ 西 入 間 ）

（ 三 芳 ）

（ 越 谷 ）

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区

330 － C 地 区
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登 録 者 名 簿

本庄ライオンズクラブ

飯 塚 　 俊 彦

池 上 　 照 幸

池 田 　 誠

石 田 　 琢 道

大 野 　 宏 文

小 澤 　 操

門 倉 　 浩 之

門 倉 　 道 雄

木 村 　 幸 良

小山　恵太郎

境 野 　 政 紀

高 橋 　 光 晴

種 村 　 朋 文

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

塚 越 　 政 行

長谷川　信夫

吹 井 　 豪

松 浦 　 常 雄

松 村 　 直 人

森 村 　 俊 行

安 田 　 昭 憲

山 田 　 幸 一

山 田 　 三 二

湯 山 　 慶 次

吉 岡 　 秀 一

若 山 　 和 也

渡 邊 　 四 郎

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

熊谷ライオンズクラブ

折 原 　 芳 郎

澤 田 　 真 弘

植 原 　 通 之

小 林 　 拓 人

L.

L.

L.

L.

松島　美智一

山 田 　 大 輔

岸 澤 　 良 則

中 島 　 直 也

L.

L.

L.

L.

行田ライオンズクラブ

漆 原 　 正 人

寺 本 　 正 司

根 岸 　 弘 明

L.

L.

L.

額 賀 　 洋 一

江 袋 　 義 治

L.

L.

加須ライオンズクラブ

山 口 　 邦 代

ベイリー久美子

L.

L.

小林　利一

石出　悦子

L.

L.

岡部ライオンズクラブ

新 井 　 初 雄

飯 島 　 直 二

石 井 　 利 幸

内 山 　 文 雄

柿 澤 　 源 之

神 尾 　 髙 善

久 保 　 秀 司

L.

L.

L.

L.

L.

L.

L.

小 林 　 徹

坂 田 　 一 夫

西 井 　 健 祐

古 戸 　 賀 春

三 浦 　 耕 三

茂 木 　 一 郎

L.

L.

L.

L.

L.

L.

朝霞ライオンズクラブ

富 岡 　 勇 一

渡 邊 　 美 子

L.

L.

林 　 裕 代

栗 原 　 幸 広

L.

L.

富士見ライオンズクラブ

萩 原 　 　 学L.

川越葵ライオンズクラブ

島 﨑 　 　 護

瀧 島 　 武 留

L.

L.

相 沢 　 孝 一

喜 多 　 史 仁

L.

L.
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出 席 者 名 簿

深谷ライオンズクラブ メンバー紹介

室 田 　 真 巨

※ご芳名や肩書に失礼や不行届きがございました節は、慶事に免じてご寛容賜りますようお願い申し上げます。

会　長　L. 清 水 　 陽 一幹　事　L. 中 山 　 直 也会　計　L.
秋 山 　 広 行
五十嵐　裕介
今 泉 　 新 吾
大 澤 　 公 夫
小野　太一郎
柿 澤 　 元 幸
加 藤 　 　 明
久保田　雅洋
剱 持 　 紀 雄
小 島 　 洋 輔
篠 﨑 　 信 行
柴 崎 　 　 宏

L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.

平 識 　 豪
福 島 　 良 二
藤 澤 　 　 稔
藤 村 　 久 雄
前 田 　 恭 央
松 田 　 昭 彦
南 中 道 　 豊
武 蔵 　 憲 二
安 田 　 将 大
栁　　真太郎
柳 瀬 　 　 充
山 口 　 和 人

L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.

井 田 　 　 敦

村 岡 　 　 守

河 田 　 輝 夫

下 山 　 勇 人

稲 村 　 　 尚

嶋 﨑 　 隆 太

新 井 　 一 真

森 　 　 卓 也

守谷　慎太郎

荒 川 　 　 純

染 野 　 和 弘

長 沼 　 真 吾

北 関 東 陸 運 株 式 会 社　 代 表 取 締 役

マ ル コ ー フ ー ズ 株 式 会 社　 代 表 取 締 役

東 洋 印 刷 株 式 会 社　 代 表 取 締 役

Ａ Ｇ ジ ャ パ ン 株 式 会 社

西 嶋 町 祭 禮 會　 若 衆 睦　 會 長

西 嶋 町 囃 子 會 　 會 長

アクサ生命保険株式会社　シニアマネージャー

株 式 会 社 石 黒 製 作 所　 代 表 取 締 役 社 長

株 式 会 社 い え む す び 不 動 産　 代 表 取 締 役

故  L . 長 沼 　 喬 　 ご 子 息

彌 生 會

彌 生 會

會 長

副 會 長

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

末 吉 　 隆 弘
鈴 木 　 正 行
瀬 古 　 　 宏
中 林 　 克 彦
沼 尻 　 庄 市
灰 野 　 耕 二
長谷川　周司
長谷川　武彦
畑 　 　 恵 三
花 﨑 　 　 力
原 　 浩
原 島 　 照 良

L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.
L.

330-C 地区 6Z

会長テーマ「勇住邁進」
スローガン「未来を創る獅子となる」
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設立50周年記念事業

渋沢栄一翁　銅像移設

青森県三沢市古牧温泉にある渋沢栄一翁の銅像。

これは、渋沢家の元書生・秘書で、渋沢栄一、渋沢敬三に仕え

た実業家・杉本行雄氏の縁により、杉本氏の経営した古牧温泉

渋沢公園内に保存されているものです。

深谷ライオンズクラブでは 50 周年のメイン事業として、この

渋沢栄一翁像を深谷市役所前へ移設する事業に寄付を致します。

移設は 11 月を予定しており、深谷市の象徴的人物である渋沢

栄一翁の銅像を、多くの市民の皆様が行き来する市役所前に設

置することで、深谷市の益々の発展・繁栄を願う、50 周年記

念にふさわしい事業となります。

深谷 LC 50 周年のメイン事業として、
渋沢栄一翁像を古牧温泉（青森）から
深谷市役所前へ移設します。

▲古牧温泉にある渋沢栄一翁の銅像 ▲銅像は深谷市役所前に移設される

▲右は渋沢敬三翁の銅像
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FUKAYA LIONS CLUB 50th
深谷ライオンズクラブ 50 周年記念誌

17

17号宿根看板リニューアル

第 26 回　チャリティーゴルフ大会開催
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設立50周年記念事業

献血の実施

青淵公園イルミネーション協賛

深谷テラス超学園祭協賛
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FUKAYA LIONS CLUB 50th
深谷ライオンズクラブ 50 周年記念誌

19

第 47 回　新春ライオンズクラブ杯　ジュニアスポーツ大会開催

ビッグタートル進入路の花壇整備
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設立50周年記念事業

第 1 回ライオンズクラブ国際協会 330-C 地区ジュニアサッカー大会開催
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FUKAYA LIONS CLUB 50th
深谷ライオンズクラブ 50 周年記念誌

21

園児の芋堀り体験

市内小学校へサッカー・ドッジボール等の寄贈

FM ふっかちゃん　ラジオ出演

アイバンク・アイメイト活動

正智深谷高等学校サッカー部へ寄付

その他活動

LCIF へ運営資金の寄付
山形・秋田・能登・大船渡 義援金の寄付
好文会チャリティー事業の協賛　　　他
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暦年記念事業

交通安全標語看板棟の設置（40 周年でリニューアル）

設立記念事業　 1975年

仙元山公園内に時計塔の設置

設立５周年記念事業　 1980年

深谷市城址公園内に深谷上杉氏家紋石碑を設置

腎バンク協会設立基金寄付

暴力追放・薬物乱用防止標語パネル寄贈

養護盲老人ホームひとみ園へ寄付

緑化環境保全事業資金　岡部町へ寄付

設立15周年記念事業　 1990年

深谷市福祉健康部へケースワーカー用バイク６台寄贈

深谷警察署へ青少年健全指導標語の道路横断幕４帳寄贈

スポーツ少年団へ運営費の寄付

学校法人渋沢国際学園へ運営資金の寄付

アイバンク協会へ運営資金の寄付

村山ライオンズクラブとの交流

深谷橋上駅建設資金協賛

ボーイスカウト深谷第一団へ運営資金の寄付

設立20周年記念事業　 1995年

深谷市へ介助用車椅子 10 台寄贈

アイメイト協会へ活動資金の寄付

アイバンク協会へ運営資金の寄付

25 周年記念新春ライオンズクラブ杯記念大会開催

25 周年記念献血の実施

設立25周年記念事業　 2000年

深谷上杉氏家紋石碑

介助用車椅子の寄贈

ライオンズクラブ杯記念大会
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FUKAYA LIONS CLUB 50th
深谷ライオンズクラブ 50 周年記念誌

市内小学校へサッカー・ドッジボール等の寄贈
30周年記念新春ライオンズクラブ杯ジュニアスポーツ大会の開催
30 周年記念献血の実施
市内に休憩用ベンチ２基設置
交通安全標語の看板設置
アイメイト協会へ運営資金の寄付

設立 30 周年記念事業　 2005 年

盲目ピアニスト梯剛之氏コンサート開催
市内視覚障害者をピアノコンサートに招待
アイメイト協会へ運営資金の寄付
アイバンク協会へ運営資金の寄付
深谷市視覚障害者福祉協会へ運営資金の寄付
35周年記念新春ライオンズクラブ杯ジュニアスポーツ大会の開催

設立 35 周年記念事業　 2010 年

交通安全看板のリニューアル
外国からの交換来日生の受入れ

　（トルコ・ベルギー・マレーシア・オーストラリア 計 4 名）
青少年健全育成事業　薬物乱用防止運動教室の開催
40周年記念新春ライオンズクラブ杯ジュニアスポーツ大会の開催
市内小学校へサッカー・ドッジボール等の寄贈
40 周年記念献血の実施
ビッグタートル進入路に環境保全活動として花壇整備
東日本大震災義援金の寄付
ＬＣＩＦへ寄付

設立 40 周年記念事業　 2015 年

渋沢栄一翁の生誕の地案内看板の設置

設立45周年記念事業　 2020年

休憩ベンチ設置

交通安全標語の看板設置

盲目ピアノコンサート開催

交通安全看板リニューアル

ジュニアスポーツ大会開催

渋沢栄一生誕の地 看板設置

35 周年記念式典
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50年のあゆみ

歴史上の出来事ライオンズの動き

●シカゴライオンズ（セントラル）結成
（メルビン・ジョーンズにより設立）

1917 年 10 月 10 日
●サンフランシスコ平和条約発効
●日本安全保障条約（旧）

1951 年

●日印平和条約
●日華平和条約
●東京外国為替市場が開設
●皇太子殿下ご成婚

1952 年

● NHK がテレビ放送開始
●奄美群島アメリカから返還

1953 年

●防衛庁、自衛隊ができる
●日米相互防衛援助協定
●高度経済成長（東洋の軌跡）

1954 年

●イタイイタイ病発生（富山県神通川）
●日本とカンボジアが友好条約を締結

1955 年

●日ソ共同宣言
●水俣病が発生（熊本県水俣湾）
●国際連合に加入

1956 年

●関門トンネル開通
1957 年

●東京タワー完成
●日本とインドネシア平和条約を締結

1958 年

●伊勢湾台風上陸
●安保闘争

1959 年

●マニラライオンズ結成
1949 年 3月 23 日

●東京芝ライオンズクラブ結成
1958 年 6月 26 日

●ハワイ最初のホノルルクラブ認証
白人のみに限定していた国際会則の会員資格を撤廃させ日
系人を含む有色人種を加えた初のライオンズであり今日の
ライオンズクラブの世界展開の礎となったクラブ

●マニラクラブのスポンサーにより東京ライオンズクラブ認
証（日本初）
※チャーターメンバー 57 名

（日本人６：外国人４）

1952 年 3月 15 日

● 302 地区第１回年次大会
於：神戸オリエンタルホテル

1955 年

●第２回年次大会　於：大阪　※ 25 クラブ
●日本を３つのリジョンに分ける

デピューティ・ガバナー７人の ZC（キャビネットの原型）

1956 年

50 年のあゆみ

深谷ライオンズクラブ

歴史年表
結成50周年

●第３回年次大会　302 地区事務局を東京に常設することを
決定

●エリア 17（日本、フィリピン、香港、台湾）の新設に賛意
を示す

●初の国際理事として L 石川欣一を推すことが決まる
●エリア 17 の第１回大会開催

於：フィリピン　マニラ

1957 年

●ライオン誌日本語版創刊
●東京会館でエリア 17 第２回大会

L 石川欣一が国際理事に選出

1958 年

●第５回年次大会　於：京都
● 302 地区を302E、302W の２地区に分割することが決まる

1959 年

1990 年～
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FUKAYA LIONS CLUB 50th
深谷ライオンズクラブ 50 周年記念誌
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FUKAYA LIONS CLUB 50th
深谷ライオンズクラブ 50 周年記念誌

ライオンズの動き 歴史上の出来事

1960 年～

●第６回年次大会 302E 地区 ライオンズの誓い採択
1960 年

●日米安全保障条約日米地位協定発効
●ベトナム戦争

1960 年

●農業基本法制定
1961 年

●キューバ危機
1962 年

●ジョン・F・ケネディー大統領暗殺
1963 年

●東海道新幹線が開通
●第二水俣病が発生（新潟県阿賀野川）
●経済協力開発機構に加盟
●東京オリンピック開催

1964 年

●日韓基本条約
1965 年

●文化大革命
●ビートルズ日本来日

1966 年

●日本とマレーシア血債協定締結
●日本とシンガポール血債協定締結

1967 年

●小笠原諸島が日本に復興
●三億円現金強奪事件
●川端康成ノーベル文学賞を受賞
●アラブ石油輸出国機構（OAPEC）設立

1968 年

●アメリカのアポロ 11 号人類初月面着陸に成功
1969 年

●日本万国博覧会開催
●日本初人工衛星「おおすみ」打ち上げ
●よど号ハイジャック事件

1970 年

●「カップヌードル」発売（世界初のカップ麺となる）
●マクドナルド１号店が銀座三越 1 階に開店

1971 年

●あさま山荘事件
●田中角栄内閣（自由民主党）誕生
●日中共同声明
●沖縄本土復帰記念日

1972 年

●オイルショック問題
1973 年

●セブンイレブンの１号店が東京都江東区に開店
1974 年

●ガバナー連絡会議発足
●創設者メルビン・ジョーンズ逝去
●日米学生交換始まる（YE 事業）

1961 年

●川口ライオンズクラブ結成
1961 年 5月

●足利ライオンズクラブ結成
1961 年 7月 28 日

●全都道府県にライオンズクラブが誕生
●アジア大会を東洋・東南アジア大会に改称

1962 年

●高崎ライオンズクラブ結成
（スポンサークラブ足利ライオンズ）

1963 年 6月 30 日

●熊谷ライオンズクラブ結成
（スポンサークラブ高崎ライオンズ）

1966 年 3月 7日

●日本で初めての国際大会（第 52 回）東京で開催
1969 年

●クリスマスパーティー
1969 年 12 月

●第９回東洋・東南アジア大会開催（名古屋）
1970 年

●国際理事会で６月１日をヘレンケラーデーと決定
●国際本部シカゴ郊外のオークブルックに移転

1971 年

●本庄ライオンズクラブ結成
1971 年 11 月 19 日

●熊谷中央ライオンズクラブ結成
1972 年 1月 23 日

●行田ライオンズクラブ結成
1973 年 1月 10 日

●日本ライオンズ創立記念日（東京クラブ認証日）に決定
1972 年 3月 15 日

●第３回年東洋・東南アジア大会を開催（京都）
1964 年

1970 年～
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50年のあゆみ

ライオンズの動き 歴史上の出来事

1975 年～

●ロッキード事件
●田中角栄前首相逮捕
●アントニオ猪木 vs モハメド・アリの異種格闘技戦

1976 年

●巨人・王選手世界新 756 号本塁打
●日航機ハイジャック事件

1977 年

●新東京国際空港（現：成田国際空港）開港
●日中平和友好条約

1978 年

●第二次オイルショック
●東京サミット開催

1979 年

●日本が自動車生産台数世界１位となる
1980 年

●スペースシャトル初打ち上げ
●イラン・イラク戦争

1981 年

● 500 円硬貨発行
1982 年

●東京ディズニーランド開園
1983 年

●（新）日本札発行
1984 年

●日本航空 123 便墜落事故
●大鳴門橋開通

1985 年

●国鉄が分割・民営化 JR グループ７社発足
●世界の人口が 50 億人突破
●ニューヨーク株式市場大暴落（ブラックマンデー）

1987 年

●青函トンネル開通
●東京ドーム完成
●瀬戸大橋開通

1988 年

●昭和天皇崩御。皇太子明仁親王即位
●「平成」に改元
●消費税施行（税率３％）
●北京天安門事件

1989 年

●日本初ライオネスクラブ結成（静岡県）
1976 年

●加須ライオンズクラブ結成
1979 年 11 月 29 日

●日本初　解散クラブ（熊本）
●第 16 回東洋・東南アジアフォーラム開催（福岡）

1977 年

●第 61 回国際大会開催（東京）
1978 年 6月

●熊谷さくらライオンズクラブ結成
1979 年 3月 10 日

●妻沼ライオンズクラブ結成
1979 年 12 月 10 日

●ライオンズ国際財団（LCF）の名称がライオンズクラブ国際
財団（LCIF）に変更となる。

1980 年

●第 64 回国際大会（アリゾナ州／フェニックス）
●Ｌ村上薫が東洋から初めての国際会長に就任
●日本ライオンズ 30 周年記念全国大会開催

（東京・日本武道館）

1981 年

●第 65 回国際大会
元横綱大鵬親方に人道主義大賞が贈られる

1982 年

●熊谷ライオネスクラブ結成
1982 年 6月 24 日

●第２回東洋・東南アジアフォーラム開催（札幌）
1984 年

●羽生ライオンズクラブ結成
1984 年 4月 29 日

●久喜ライオンズクラブ結成
1986 年 11 月 29 日

●第 70 回国際大会（台湾・台北）国際会則が改正され女性の
入会が認められる

1987 年

●国際協会が国連の「平和の使者」賞を受賞
●日本初の女性クラブ「東京櫻ライオンズクラブ」認証

1988 年

1980 年

●仙元山公園内に時計塔の設置
設立５周年記念事業

●エリザベス女王が来日
●沖縄国際海洋博覧会（沖縄海洋博）
●山陽新幹線（岡山－博多駅間）開業

1975 年
●深谷ライオンズクラブ結成

（スポンサークラブ本庄ライオンズ）

1975 年 10 月 8日

●東洋・東南アジア大会を
東洋・東南アジアフォーラムに改称

1975 年

●交通安全標語看板棟の設置
設立記念事業

設立 10周年記念事業
1985 年

1980 年～
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ライオンズの動き 歴史上の出来事

1990 年～

1990 年

●深谷市城址公園内に深谷上杉氏家紋石碑を設置
●腎バンク協会設立基金寄付
●暴力追放・薬物乱用防止標語パネル寄贈
●養護盲老人ホームひとみ園へ寄付
●緑化環境保全事業資金　岡部町へ寄付

設立 15周年記念事業

●深谷市福祉健康部へケースワーカー用バイク６台寄贈
●深谷警察署へ青少年健全指導標語の道路横断幕４帳寄贈
●スポーツ少年団へ運営費の寄付
●学校法人渋沢国際学園へ運営資金の寄付
●アイバンク協会へ運営資金の寄付
●村山ライオンズクラブとの交流
●深谷橋上駅建設資金協賛
●ボーイスカウト深谷第一団へ運営資金の寄付

設立 20周年記念事業
1995 年

●湾岸戦争勃発
●雲仙普賢岳で火砕流発生
●ソビエト連邦崩壊

1991 年

●大規模小売店舗法施行
● PKO協力法成立

1992 年

●長野自動車道が全線開通
●サッカー J リーグ開幕
●日本初の世界遺産登録

法隆寺（奈良県）、姫路城（兵庫県）、
屋久島（鹿児島県）、白神山地（青森県、秋田県）

1993 年

●関西国際空港開港
1994 年

●阪神淡路大震災

●オウム真理教　松本サリン事件発生

● Windows95 発売

1995 年

●東京ビッグサイト開場

●米・クリントン大統領再選

●在ペルー日本大使公邸占拠事件発生

1996 年

●消費税の税率５％に引き上げ

●山一證券株式会社経営破綻

●英・ダイアナ妃事故死

1997 年

●長野オリンピック開催

●日本サッカー W 杯初出場

●和歌山カレー事件

1998 年

●台湾中部大地震発生

●東海村臨界事故

1999 年

●バブル崩壊
●東西ドイツ再統一

1990 年

●第 73 回国際大会開催（アメリカ・セントルイス）

●国際花と緑の博覧会に協力

1990 年

●第 74 回国際大会開催（オーストラリア・ブリスベン）
●第 30 回東洋・東南アジアフォーラム開催（神戸）

1991 年

●第 75 回国際大会開催（香港）
●日本ライオンズ創立 40 周年記念大会開催（仙台）

1992 年

●第 78 回国際大会開催（韓国・ソウル）
●阪神淡路大震災発生。全国から多大な支援が寄せられる
●神戸市布引ハーブ園で阪神大震災慰霊碑の除幕式

1995 年

●熊谷シニアライオンズクラブ結成
1996 年４月 29 日

●第 79 回国際大会開催（カナダ・モントリオール）
1996 年

●第 76 回国際大会開催（アメリカ・ミネアポリス）
1993 年

●岡部ライオンズクラブ結成
1993 年 2月 14 日

●第 77 回国際大会開催（アメリカ・フェニックス）
1994 年

●第 81 回国際大会開催（イギリス・バーミンガム）
1998 年

●第 82 回国際大会開催（アメリカ・サンディエゴ）
1999 年

●第 80 回国際大会開催（アメリカ・フィラデルフィア）
●日本海沿岸重油流出事故被災地に全国から義援金が集まる
●国際協会クラブ用品事務所が国際協会日本事務所に名称変更

1997 年

1995 年～
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2000 年～

●つくばエクスプレス開業
●愛知万博開催
●福知山線脱線事故

2005 年

● WBC 日本代表が優勝
2006 年

●第 1 回東京マラソン開催
●初代 iPhone 発売

2007 年

●リーマン・ブラザーズ経営破綻
（リーマンショック）

●日本人４人にノーベル賞
物理学賞：南部陽一郎氏・益川敏英氏・小林誠氏
科学賞：下村脩氏

2008 年

●バラク・オバマ　第 44 代アメリカ合衆国大統領就任
●新型インフルエンザ　世界中で流行

2009 年

2005 年

●市内小学校へサッカー・ドッジボール等の寄贈
● 30 周年記念新春ライオンズクラブ杯ジュニアスポーツ

大会開催
● 30 周年記念献血の実施
●市内に休憩用ベンチ２基設置
●交通安全標語の看板設置
●アイメイト協会へ運営資金の寄付

設立 30周年記念事業

●第 88 回国際大会開催（香港）
●第 44 回 OSEAL フォーラム開催（日本・仙台）

2005 年

● 330-C 地区により、イラク・サマーワへ孤児院の建設
●第 89 回国際大会開催（アメリカ・ボストン）

2006 年

●第 90 回国際大会開催（アメリカ・シカゴ）
2007 年

●第 92 回国際大会開催（アメリカ・ミネアポリス）
2009 年

●第 91 回国際大会開催（タイ・バンコク）
● 330-C 地区第 33 代ガバナーに L. 星山春雄（熊谷シニア

LC）が就任

2008 年

2000 年

●深谷市へ介助用車椅子 10 台寄贈
●アイメイト協会へ活動資金の寄付
●アイバンク協会へ運営資金の寄付
● 25 周年記念新春ライオンズクラブ杯記念大会開催
● 25 周年記念献血の実施

設立 25周年記念事業
●皇太后崩御

● BS デジタル放送開始

2000 年

●「さいたま市」誕生

●東京ディズニーシー開園

●アメリカ同時多発テロ事件

2001 年

●「ユーロ」流通開始

●北朝鮮に拉致された日本人 5 人帰国

●サッカー W カップ日韓共同開催

2002 年

●郵政事業庁が日本郵政公社に

●さいたま市が政令指定都市に移行

2003 年

●自衛隊イラク派遣開始

●新潟県中越地震発生

●スマトラ島沖地震発生

2004 年

●国際協会公式ウェブサイト日本語版公開
●第 85 回国際大会開催（日本・大阪）

2002 年

●熊谷さくら草ライオンズクラブ結成
2003 年 6月 21 日

●第 83 回国際大会開催（ハワイ・ホノルル）
2000 年

●第 86 回国際大会開催（アメリカ・デンバー）
2003 年

●第 84 回国際大会開催（アメリカ・インディアナポリス）
2001 年

●第 87 回国際大会開催（アメリカ・デトロイト）

2004 年

2005 年～
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ライオンズの動き 歴史上の出来事

2010 年～

●高速道路無料化社会実験の開始
●日本年金機構が発足
●イラク駐留アメリカ軍戦闘部隊全て撤退完了
●日本航空が会社更生法の適用を申請

2010 年

●地上デジタル放送に移行
●東日本大震災
●朝鮮民主主義人民共和国最高指導者金正日総書記が死去

2011 年

●東京スカイツリー開業
●山中伸弥博士ノーベル生理学

医学賞受賞決定
●笹子トンネル天井版落下事故

2012 年

●ボストンマラソン爆発テロ事件
●長嶋茂雄と松井秀喜に国民栄誉賞授与
●富士山が世界遺産に登録

2013 年

●宇宙飛行士の若田光一が日本人初の国際宇宙ステーション
の船長に就任

●マレーシア航空の旅客機 370 便（乗客乗員 239 人）消息
を絶つ

●消費税が 5％から 8％に引き上げ
●大韓民国全羅南道珍島沖で旅客船「セウォル号」が沈没

2014 年

2010 年

●盲目ピアニスト梯剛之氏コンサート開催
●市内視覚障害者をピアノコンサートに招待
●アイメイト協会へ運営資金の寄付
●アイバンク協会へ運営資金の寄付
●深谷市視覚障害者福祉協会へ運営資金の寄付
● 35 周年記念新春ライオンズクラブ杯ジュニアスポーツ

大会開催

設立 35周年記念事業

●第 93 回国際大会開催（オ―ストラリア・シドニー）
2010 年

●東日本大震災発生。年次大会、複合年次大会は中止となる
● 330-C 地区も独自の支援活動を展開（復興支援活動は現在

も継続中）
●第 94 回国際大会開催（アメリカ・シアトル）

2011 年

●第 95 回国際大会開催（韓国・釜山）
2012 年

●第 96 回国際大会開催（ドイツ・ハンブルグ）
2013 年

●第 97 回国際大会開催（カナダ・ハンブルグ）
2014 年

●第 100 回国際大会開催（アメリカ・シカゴ）
● YCE 派遣

2017 年

●第 98 回国際大会開催（ハワイ・ホノルル）
2015 年

●第 99 回国際大会開催（日本・福岡）
2016 年

●第 101 回国際大会開催（アメリカ・ラスベガス）
2018 年

●第 102 回国際大会開催（イタリア・ミラノ）
●市政功労者表彰式

2019 年

2015 年

●交通安全看板のリニューアル
●外国からの交換来日生の受入れ
●青少年健全育成事業　薬物乱用防止運動教室の開催
● 40 周年記念新春ライオンズクラブ杯ジュニアスポーツ

大会開催
●市内小学校へサッカー・ドッジボール等の寄贈
● 40 周年記念献血の実施
●ビッグタートル進入路に環境保全活動として花壇整備
●東日本大震災義援金の寄付
● LCIF へ寄付

設立 40周年記念事業
●ノーベル賞決定

生理学・医学賞　大村智氏
物理学賞　梶田隆章氏

●パリ同時多発テロ

2015 年

●熊本地震
●英国民投票で EU 離脱

2016 年

●米大統領にドナルド・トランプ氏が就任
●フランス史上最年少　マクロン大統領就任

2017 年

●西日本豪雨災害
●タイの洞窟で少年ら 13 人全員救出

2018 年

●新天皇陛下即位　「令和」に改元
●ラグビーワールドカップ日本大会開催

2019 年

2015 年～
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年～2020 年～

2020 年

●渋沢栄一翁生誕の地　案内看板の設置

設立 45周年記念事業

2025 年

●渋沢栄一翁　銅像移設
● 17 号宿根看板リニューアル
● 50 周年記念チャリティーゴルフ大会開催
● 50 周年記念青淵公園イルミネーション協賛
● 50 周年記念深谷テラス超学園祭協賛
● 50 周年記念献血の実施
● 50 周年記念新春ライオンズクラブ杯ジュニアスポーツ

大会開催
●ビッグタートル進入路の花壇整理
● 50 周年記念 330-C 地区ジュニアサッカー大会開催
●芋掘り体験
●市内小学校へサッカー・ドッジボール等の寄付
●ラジオ出演
●アイバンク・アイメイト活動
● LCIF へ寄付
●山形・秋田・能登・大船渡へ義援金の寄付
●好文会チャリティー事業へ協賛

設立 50周年記念事業

●新型コロナウィルス大流行
緊急事態宣言

●新型コロナウィルス流行により
東京五輪延期

2020 年

●東京五輪　無観客で開催
●ミャンマーで国軍がクーデター

2021 年

●ロシアがウクライナ侵攻
●エリザベス女王 逝去
●安部晋三元首相銃撃事件

2022 年

●イスラエルガザ侵攻
●トルコ・シリア地震

2023 年

●能登半島地震
●パリ五輪開催
●新紙幣発行（渋沢栄一翁・新一万円札）

2024 年

●米・トランプ大統領 2 度目の就任
●大阪万博開催

2025 年

●コロナウィルス感染防止アクティビティ
2021 年 4月

●富岡ライオンズクラブとの交流会
2021 年 6月

●第 103 回バーチャル国際大会開催
（新型コロナウィルス流行を受けて完全

オンラインによるバーチャルイベント
として開催）

2021 年

●第 104 回国際大会開催（カナダ・モントリオール）
2022 年

●第 105 回国際大会開催（アメリカ・ボストン）
2023 年

●ガバナー公式訪問
2024 年 10 月 12 日

●第 106 回国際大会開催（オ―ストラリア・メルボルン）
●マレーシアへ YCE 派遣

2024 年

●第 107 回国際大会開催予定（メキシコ・メキシコシティ―）
2025 年

● 330-C 地区 第 71 回地区
　年次大会開催

合同アクティビティ優秀賞　金賞

2025 年 4月 5日

●新型コロナウィルス流行を受けて国際大会中止
2020 年
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西暦 1976 年～西暦 2000 年

年　次 地　区 役　職 氏　名
1976 ～ 1977 330 －Ｃ地区 ＰＲ情報委員会 委員 橋 本　　 近
1977 ～ 1978 〃 ＰＲ情報委員会 委員 杉山　秀一
1978 ～ 1979 〃 視聴力保護・言語障害者・福祉・献血委員会 委員 杉山　秀一
1979 ～ 1980 〃 ＰＲ情報委員会 副委員長 大久保 弥助

〃 〃 レオ、ライオネス委員会 委員 水村 幾太郎
1980 ～ 1981 〃 ＹＥ委員会 委員 橋 本　　 近
1981 ～ 1982 〃 ４Ｒ・１Ｚゾーンチェアマン 杉山　秀一

〃 〃 会員・ＥＸＴ委員会 副委員長 橋 本　　 近
〃 〃 年次大会参加委員会 副委員長 河田　六郎

1982 ～ 1983 〃 長期計画リサーチ委員会 副委員長 田中　理一
1984 ～ 1985 〃 ４Ｒ・１Ｚゾーンチェアマン 外塚　才治

〃 〃 指導力開発委員会 委員 田中　理一
1985 ～ 1986 〃 環境保全委員会 委員長 田中　理一

〃 〃 レオ、ライオネス委員会 委員 除村　治政
〃 〃 年次大会参加委員会 副委員長 大久保 弥助

1986 ～ 1987 〃 ４Ｒ ( リジョンチェアマン ) ＤＤＧ 杉山　秀一
〃 〃 薬害教育委員会 委員 島 崎　　 陳

1988 ～ 1989 〃 レオ、ライオネス委員会 委員 間庭　一雄
1989 ～ 1990 〃 視聴力保護・福祉委員会 委員 高田　直哉
1991 ～ 1992 〃 薬害教育委員会 委員 永 田　　 稔

〃 〃 ５Ｒ・１Ｚゾーンチェアマン 大久保 弥助
〃 330 複合地区 複合地区献血推進委員会 委員 外塚　才治

1992 ～ 1993 330 －Ｃ地区 キャビネット副幹事 高田　直哉
〃 〃 長期計画リサーチ委員会 副委員長 水村 幾太郎

1993 ～ 1994 〃 ＰＲ情報委員会 副委員長 河田　昌平
〃 〃 年次大会参加委員会 副委員長 高田　直哉

1994 ～ 1995 〃 献血推進委員会 委員長 大久保 弥助
1995 ～ 1996 〃 献眼献腎推進委員会 委員長 大久保 弥助

〃 〃 ＹＥ委員会 委員 河田　昌平
〃 〃 ＥＸＴ委員会 委員 中 村　　 清

1996 ～ 1997 〃 青少年指導・レオ、ライオネス委員会 副委員長 河田　昌平
〃 〃 ＥＸＴ委員会 副委員長 笠原　英俊

1997 ～ 1998 〃 青少年指導・レオ、ライオネス委員会 委員 島 崎　　 陳
〃 〃 骨髄移植献血委員会 委員 久保　章禎

1998 ～ 1999 〃 ＥＸＴ委員会 委員 中嶋　勇三
1999 ～ 2000 〃 ＥＸＴ委員会 副委員長 宇田　和彦

〃 〃 国際協調・国際大会参加委員会 委員 中野　国雄
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年　次 地　区 役　職 氏　名
2001 ～ 2002 330 －Ｃ地区 ５Ｒ・１Ｚゾーンチェアマン 高田　直哉

〃 〃 ＰＲ情報委員会 副委員長 中 村　　 清
〃 〃 会員会則委員会 副委員長 椿本　旦治

2002 ～ 2003 〃 ５Ｒ・１Ｚゾーンチェアマン 高田　直哉
〃 〃 会員会則委員会 副委員長 長 沼　　 喬

330 －Ｃ地区－７Ｒ１Ｚに変更
2003 ～ 2004 330 －Ｃ地区 ＹＥ委員会 委員 永 田　　 稔

〃 〃 献眼献血障害者福祉委員会 委員 岡部　富好
2004 ～ 2005 〃 国際協調・国際大会参加委員会 委員 柳 瀬　　 充

〃 〃 指導力育成・長期計画委員会 委員 間庭　一雄
330 －Ｃ地区－６Ｒ１Ｚに変更

2005 ～ 2006 330 －Ｃ地区 献血・献眼・骨髄障害者福祉委員会 副委員長 大澤　公夫
2006 ～ 2007 〃 ６Ｒリジョンチェアパーソン 高田　直哉

〃 〃 LCIF・CSF Ⅱ・緊急援助委員会 副委員長 宇田　和彦
2007 ～ 2008 330 複合地区 会員増強委員会 委員 高田　直哉

〃 330 －Ｃ地区 青少年育成・薬物乱用防止委員会 副委員長 渡辺　浩二
〃 〃 情報テクロジー委員会 委員 長 沼　　 喬

2008 ～ 2009 330 複合地区 複合地区登録部会 副部会長 宇田　和彦
〃 330 －Ｃ地区 第 55 回年次大会登録部会 部会長 宇田　和彦
〃 〃 長期計画・CAB 固定化検討委員会 委員 沼尻　庄市

2009 ～ 2010 〃 第 56 回年次大会登録部会 部会員 鴇田　光政
2010 ～ 2011 〃 ６R- １Z ゾーン ･ チェアパーソン 長 沼　　 喬

〃 〃 献眼・献腎・献血・骨髄移植推進委員会 副委員長 加 藤　　 明
2011 ～ 2012 330 複合地区 社会福祉・献血委員会 委員 加 藤　　 明

〃 330 －Ｃ地区 ＰＲ・ＩＴ委員会 委員 瀬 古　　 宏
〃 〃 献眼・献腎・献血・骨髄移植推進委員会 副委員長 加 藤　　 明
〃 〃 第 58 回年次大会 PR 記録部会 部会員 瀬 古　　 宏

〃 330 複合地区 第 58 回年次大会薬物乱用防止、献眼・献腎・骨
髄移植、社会福祉・献血、環境保全部会 部会員 加 藤　　 明

2012 ～ 2013 330 －Ｃ地区 キャビネット副幹事 山本　国広
〃 〃 ＰＲ・ＩＴ推進委員会 委員 小檜山 祐司
〃 〃  LCIF・緊急援助委員会 副委員長 鴇田　光政
〃 〃 第 59 回年次大会 PR・記録部会 部会員 小檜山 祐司
〃 〃 第 59 回年次大会式典・会場部会 部会員 瀬 古　　 宏
〃 330 複合地区 第 59 回年次大会 PR・記録部会 部会員 小檜山 祐司

2013 ～ 2014 330 －Ｃ地区 ＹＣＥ委員会 委員 武蔵　憲二
〃 〃 第 60 回年次大会イベント部会 部会員 武蔵　憲二

2014 ～ 2015 330 複合地区 ＹＣＥ委員会 委員 武蔵　憲二
〃 330 －Ｃ地区 ＹＣＥ委員会 委員 平 識　　 豪
〃 〃 国際理事候補者支援委員会 委員 武蔵　憲二

歴代地区役員

西暦 2001 年～西暦 2015 年
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年　次 地　区 役　職 氏　名
2015 ～ 2016 330 複 合 地 区 ＹＣＥ委員会 委員 武 蔵　 憲 二

〃 330 － C 地 区 ＹＣＥ委員会 副委員長 平 識　　 豪
〃 〃 国際理事候補者支援委員会 委員 武 蔵　 憲 二

2016 ～ 2017 330 複 合 地 区 YCE･ 国際関係モンゴル友好委員会 委員 武 蔵　 憲 二
〃 330 － C 地 区 キャビネット副幹事 秋 山　 広 行
〃 〃 総務委員会 委員 秋 山　 広 行
〃 〃 ＹＣＥ委員会 副委員長 平 識　　 豪
〃 330 複 合 地 区 第 63 回年次大会式典 ･ 会場部会 部会員 秋 山　 広 行
〃 330 － C 地 区 第 63 回年次大会総務部会 部会員 秋 山　 広 行
〃 〃 第 63 回年次大会 100 周年記念イベント部会 副部会長 秋 山　 広 行

2017 ～ 2018 330 － C 地 区 青年アカデミー ･ 指導力育成委員会 副委員長 秋 山　 広 行
〃 〃 ライオンズクエスト委員会 委員 藤 村　 久 雄
〃 〃 第 64 回年次大会イベント部会 部会員 藤 村　 久 雄

2018 ～ 2019 330 複 合 地 区 会則・会員委員会 委員 松 田　 昭 彦
〃 〃 複合地区プロトコール委員会 委員 秋 山　 広 行
〃 330 － C 地 区 ６R- １Z ゾーン ･ チェアパーソン 小檜山 祐司
〃 〃 中長期ビジョン ･ 会則委員会 副委員長 武 蔵　 憲 二
〃 330 複 合 地 区 第 65 回年次大会登録部会 部会員 秋 山　 広 行
〃 330 － C 地 区 第 65 回年次大会登録部会 副部会長 秋 山　 広 行

2019 ～ 2020 330 複 合 地 区 複合地区プロトコール委員会 委員 室 田　 真 巨
〃 330 － C 地 区 キャビネット副幹事　総務委員会 委員 山 下　 智 也
〃 〃 国際大会 ･OSEAL 大会委員会 副委員長 秋 山　 広 行
〃 〃 FWT 委員会 委員 福 島　 良 二
〃 330 複 合 地 区 第 66 回年次大会登録部会 副部会長 秋 山　 広 行
〃 〃 第 66 回年次大会登録部会 部会員 山 下　 智 也
〃 330 － Ｃ 地 区 第 66 回年次大会登録部会 部会長 秋 山　 広 行
〃 330 － C 地 区 第 66 回年次大会総務部会 部会員 山 下　 智 也

2020 ～ 2021 330 複 合 地 区 GMT 委員会 ( 会員維持 ･ 増強 ･ 交流委員会 ) 委員 松 田　 昭 彦
〃 〃 運営 ･ プロトコール委員会　委員 藤 澤　　 稔
〃 330 － C 地 区 GMT 委員会（会員維持 ･ 増強員会）副委員長 武 蔵　 憲 二
〃 〃 第 67 回年次大会式典 ･ 会場部会 副部会長 秋 山　 広 行
〃 〃 第 67 回年次大会式典 ･ 会場部会 部会員 山 下　 智 也

2022 ～ 2023 330 － C 地 区 第 69 回年次大会委員会 委員長 秋 山　 広 行
2023 ～ 2024 330 複 合 地 区 ガバナー協議会運営委員会 委員 平 識　　 豪

〃 330 － C 地 区 キャビネット副幹事　地区運営委員会 委員 平 識　　 豪
〃 〃 糖尿病・4 献委員会 副委員長 篠 﨑　 信 行
〃 〃 LCIF 委員会 委員 室 田　 真 巨

2024 ～ 2025 330 － C 地 区 ６Z ゾーン ･ チェアパーソン 藤 村　 久 雄
〃 330 複 合 地 区 糖尿病・4 献委員会 副委員長 篠 﨑　 信 行
〃 330 － C 地 区 糖尿病・4 献委員会 委員長 篠 﨑　 信 行
〃 330 複 合 地 区 YCE 委員会 委員 平 識　　 豪
〃 330 － C 地 区 YCE 委員会 委員 平 識　　 豪

西暦 2015 年～西暦 2025 年
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歴代会長

島崎　陳除村　治政外塚　才治

1983 － 1984
9 代

1982 － 1983
8 代

1981 － 1982
7 代

高田　直哉河田　六郎田中　理一

1980 － 1981
6 代

1979 － 1980
5 代

1978 － 1979
4 代

水村　幾太郎杉山　秀一

1977 － 1978
3 代

1976 － 1977
2 代

橋本　近

1975 － 1976
初 代

FUKAYA LIONS CLUB
PAST PRESIDENTS

深谷ライオンズクラブ

歴代会長一覧
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秋山　源三郎宇田　和彦中村　清

1995 － 1996
21 代

1994 － 1995
20 代

1993 － 1994
19 代

久保　章禎中野　国雄河田　昌平

1992 － 1993
18 代

1991 － 1992
17 代

1990 － 1991
16 代

笠原　英俊中嶋　勇三

1989 － 1990
15 代

1988 － 1989
14 代

久保　茂

1987 － 1988
13 代

永田　稔原　竹司大久保　弥助

1986 － 1987
12 代

1985 － 1986
11代

1984 － 1985
10代
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会長スローガン
「最も必要としている人々に奉仕し、

一緒にその喜びを分かち合おう」

歴代会長

鴇田　光政沼尻　庄市渡辺　浩二

2007 － 2008
33 代

2006 － 2007
32 代

2005 － 2006
31 代

椿本　旦治中村　友久栗原　恒夫

1998 － 1999
24 代

1997 － 1998
23代

1996 － 1997
22代

小泉　達雄大澤　公夫柳瀬　充

2004 － 2005
30 代

2003 － 2004
29 代

2002 － 2003
28 代

岡部　富好間庭　一雄

2001 － 2002
27 代

2000 － 2001
26 代

長沼　喬　

1999 － 2000
25 代
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加藤　明

武蔵　憲二

藤村　久雄

瀬古　宏

嶋村　克興

松田　昭彦

小檜山　祐司

川島　史朗

福島　良二

会長テーマ
「友情と絆」

会長テーマ
「みんなの団結 40 周年　心の奉仕」

会長テーマ
「かけがえのない地球と共に

Yes We Can We Serve」

会長テーマ
「繋ぐ」

会長テーマ
「輝き」

会長テーマ
「宥和と改革」

会長テーマ
「博愛」

会長テーマ
「一心」

会長スローガン
「心温まる奉仕活動」

会長スローガン
「育てよう若い力と会員増強」

会長スローガン
「愚公移山ライオンズの力」

会長スローガン
「明るい未来への奉仕」

会長スローガン
「身になる例会・実のある奉仕」

会長スローガン
「継続的な奉仕活動」

会長スローガン
「奉仕と友情」

34 代
2008 － 2009

37 代
2011 － 2012

40代
2014 － 2015

35 代
2009 － 2010

38 代
2012 － 2013

41 代
2015 － 2016

36 代
2010-2011

39 代
2013 － 2014

42 代
2016 － 2017
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We Serve!

歴代会長

藤澤　稔　

剱持　紀雄

秋山　広行

小川　裕嗣

原　　浩

室田　真巨

柴崎　宏

長谷川　周司

会長テーマ
「We Serve」

会長テーマ
「Unity」

会長テーマ
「善因善果」

会長テーマ
「覧古考新」

会長テーマ
「堅忍果決」

会長テーマ
「勇往邁進」

会長テーマ
「To The Community」

会長テーマ
「勤倹力行」

会長スローガン
「深谷LCルネサンス(復活・再生)」

会長スローガン
「地域へ 明日へ We Server」

会長スローガン
「次なる山を目指して」

会長スローガン
「深谷 LC ルネサンス パートⅡ」

会長スローガン
「地域とともに」

会長スローガン
「未来を創る獅子となる」

会長スローガン
「桃李不言 下自成蹊」

会長スローガン
「地域に根付き、未来を見据え、We Sarve」

43 代
2017 － 2018

46 代
2020 － 2021

49 代
2023 － 2024

44 代
2018 － 2019

47 代

50 代

2021 － 2022

2024 － 2025

45 代
2019 － 2020

48 代
2022 － 2023
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歴代３役（会長・幹事・会計）

年　次 歴　代 会　長 幹　事 会　計

1975 ～ 1976 初 代 橋 本　 近 田 中　 理 一 高 田　 直 哉

1976 ～ 1977 2  代 杉 山 秀 一 小 城 国 雄 福島 勝太郎

1977 ～ 1978 3  代 水 村 幾 太 郎 高 田　 直 哉 樋 口　　 明

1978 ～ 1979 4  代 田 中 理 一 福島 勝太郎 除 村　 治 政

1979 ～ 1980 5  代 河 田 六 郎 金 井　 波 康 神 山　 将 一

1980 ～ 1981 6  代 高 田 直 哉 大久保 弥助 久 保　　 茂

1981 ～ 1982 7  代 外 塚　 才 治 神 岡　　 孜 間 庭　 一 雄

1982 ～ 1983 8  代 除 村　 治 政 笠 原　 英 俊 栗 原　 恒 夫

1983 ～ 1984 9  代 島 崎　　 陳 長 沼　　 喬 中 村　　 清

1984 ～ 1985 10 代 大久保 弥助 宇 田　 和 彦 神 岡　　 孜

1985 ～ 1986 11 代 原　　 竹 司 河 田　 昌 平 岡 部　 富 好

1986 ～ 1987 12 代 永 田　　 稔 久 保　 章 禎 町 田　 成 正

1987 ～ 1988 13 代 久 保　　 茂 中 村　　 清 川 田　 栄 一

1988 ～ 1989 14 代 中 嶋　 勇 三 中 村　 友 久 長 沼　　 喬

1989 ～ 1990 15 代 笠 原　 英 俊 栗 原　 恒 夫 内 村　 和 男

1990 ～ 1991 16 代 河 田　 昌 平 木 佐 貫　 勝 椿 本　 旦 治

1991 ～ 1992 17 代 中 野　 国 雄 岡 部　 富 好 秋山 源三郎

1992 ～ 1993 18 代 久 保　 章 禎 栗 原　 征 雄 清 水　　 守

1993 ～ 1994 19 代 中 村　　 清 瀬 古　　 宏 小 泉　 達 雄

1994 ～ 1995 20 代 宇 田　 和 彦 大 澤　 公 夫 篠 原　 徹 也

1995 ～ 1996 21 代 秋山 源三郎 椿 本　 旦 治 強 瀬　 浩 一

1996 ～ 1997 22 代 栗 原　 恒 夫 小 泉　 達 雄 澤 田　 文 夫

1997 ～ 1998 23 代 中 村　 友 久 柳 瀬　　 充 川 田　 栄 一

1998 ～ 1999 24 代 椿 本　 旦 治 大 原　　 修 沼 尻　 庄 市

1999 ～ 2000 25 代 長 沼　　 喬 渡 辺　 浩 二 小檜山 祐司

西暦 1975 年～西暦 1999 年
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歴代３役（会長・幹事・会計）

2000 ～ 2001 26 代 間 庭　 一 雄 島 崎　　 陳 嶋 田　 啓 次

2001 ～ 2002 27 代 岡 部　 富 好 沼 尻　 庄 市 中 野　 国 雄

2002 ～ 2003 28 代 柳 瀬　　 充 鴇 田　 光 政 高 橋　 信 雄

2003 ～ 2004 29 代 大 澤　 公 夫 加 藤　　 明 大 堀　 賢 司

2004 ～ 2005 30 代 小 泉　 達 雄 松 島　 雄 二 澤 田　 文 夫

2005 ～ 2006 31 代 渡 辺　 浩 二 小檜山 祐司 宮 本　 光 紀

2006 ～ 2007 32 代 沼 尻　 庄 市 藤 村　 久 雄 川 島　 史 朗

2007 ～ 2008 33 代 鴇 田　 光 政 高 橋　 信 雄 松 島　 雄 二

2008 ～ 2009 34 代 加 藤　　 明 武 蔵　 憲 二 藤 村　 久 雄

2009 ～ 2010 35 代 瀬 古　　 宏 嶋 村　 克 興 柴 崎　　 宏

2010 ～ 2011 36 代 小檜山 祐司 宮 本　 光 紀 藤 澤　　 稔

2011 ～ 2012 37 代 武 蔵　 憲 二 松 田　 昭 彦 福 島　 良 二

2012 ～ 2013 38 代 嶋 村　 克 興 原　　　 浩 山 本　 国 広

2013 ～ 2014 39 代 川 島　 史 朗 藤 澤　　 稔 剱 持　 紀 雄

2014 ～ 2015 40 代 藤 村　 久 雄 柴 崎　　 宏 長谷川 周司

2015 ～ 2016 41 代 松 田　 昭 彦 剱 持　 紀 雄 小 川　 裕 嗣

2016 ～ 2017 42 代 福 島　 良 二 長谷川 周司 今 泉　 新 吾

2017 ～ 2018 43 代 藤 澤　　 稔 森　　 一 雄 山 下　 智 也

2018 ～ 2019 44 代 小 川　 裕 嗣 前 田　 恭 央 室 田　 真 巨

2019 ～ 2020 45 代 柴 崎　　 宏 秋 山　 広 行 平 識　 豪

2020 ～ 2021 46 代 剱 持　 紀 雄 室 田　 真 巨 清 水　 陽 一

2021 ～ 2022 47 代 原　　　 浩 松 田　 昭 彦 篠 﨑　 信 行

2022 ～ 2023 48 代 長谷川 周司 篠 﨑　 信 行 五十嵐 裕介

2023 ～ 2024 49 代 秋 山　 広 行 山 下　 智 也 花 﨑　　 力

2024 ～ 2025 50 代 室 田　 真 巨 清 水　 陽 一 中 山　 直 也

年　次 歴　代 会　長 幹　事 会　計

西暦 2000 年～西暦 2025 年
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永年　40 年・30 年　表彰

国 際 理 事 表 彰

4 0 年 表 彰

3 0 年 表 彰

故 Ｌ. 長沼　喬

Ｌ. 灰野　耕二

Ｌ. 瀬古　宏

Ｌ. 加藤　明

Ｌ. 武蔵　憲二

Ｌ. 沼尻　庄市

Ｌ. 小野 太一郎

Ｌ. 大澤　公夫 Ｌ. 柳 瀬　 充

在籍 48 年

在籍 44 年

在籍 38 年

在籍 30 年

在籍 33 年

在籍 30 年

在籍 32 年

在籍 43 年 在籍 41 年

第 25 代会長

熊谷さくらＬＣ元会長

第 35 代会長

第 34 代会長

第 37 代会長

第 32 代会長

第 29 代会長 第 28 代会長

1944 年 5 月 25 日

1981 年 2 月 1 日

1943 年 3 月 31 日

1987 年 5 月 1 日

1943 年 4 月 1 日

1994 年 8 月 1 日

1956 年 1 月 24 日

1991 年 9 月 1 日

1945 年 6 月 10 日

1995 年 2 月 1 日

1945 年 2 月 7 日

1992 年 9 月 1 日

生年月日

生年月日

生年月日

生年月日

生年月日

生年月日

生年月日 生年月日

入 会 日

入 会 日

入 会 日

入 会 日

入 会 日

入 会 日

入 会 日 入 会 日

1941 年 5 月 26 日

1976 年 8 月 1 日

生年月日

入 会 日

1941 年 1 月 21 日

1981 年 6 月 1 日

1941年10月日23日

1984 年 5 月 1 日
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50 年深谷 LC 組織表

会  長 L. 室田　真巨

幹  事 清水　陽一L.

会計監査
長谷川周司
秋山　広行

L.
L.

２年理事
五十嵐裕介
武蔵　憲二
藤村　久雄

L.
L.
L.

�年理事

剱持　紀雄
柴崎　　宏
長谷川周司
原　　　浩

L.
L.
L.
L.

副 幹 事 中山　直也L.

直前会長 秋山　広行L.

深谷ライオンズクラブ 組織表
ライオンズクラブ国際協会　330-C 地区 6Z

第一副会長 篠﨑　信行L. 第二副会長 前田　恭央L.

���-C地区 �Zゾーン チェアパーソン 藤村　久雄L.

���複合地区 糖尿病・�献委員会 副委員長
���-C地区　糖尿病・�献委員会 委員長 篠﨑　信行L.

���複合地区 YCE委員会　委員
���-C地区　YCE委員会　委員 平識　　豪L.

会  計 中山　直也L. 副 会 計 清水　陽一L.

ライオン
テーマー 山口　和人L. 副ライオン

テーマー 小島　洋輔L.

テール
ツイスター 小島　洋輔L. 副テール

ツイスター 山口　和人L.

会員・会則・出席委員長 栁　真太郎L.

事 業 委 員 会

社会福祉委員会

柴崎　　宏
原　　　浩
小野太一郎
剱持　紀雄
末吉　隆弘

L.
L.
L.
L.
L.

委 員 長

副委員長

青少年育成
委員会

平識　　豪
五十嵐裕介
大澤　公夫
柿澤　元幸
沼尻　庄市

L.
L.
L.
L.
L.

委 員 長

副委員長

会員増強委員会

L.
L.
L.

藤村　久雄
武蔵　憲二
畑　　恵三

委 員 長

副委員長

クラブ親睦委員会

原　　　浩
五十嵐裕介

L.
L.

委 員 長

副委員長

今泉　新吾
長谷川周司
栁　真太郎

L.
L.
L.

剱持　紀雄
安田　将大

L.
L.

会　長 室田　真巨L.特 別 委 員 会

委 員 会 構 成 表
運 営 委 員 会 第一副会長 篠﨑　信行L. 第二

副会長 前田　恭央L.事業委員会
環境保全

委員会 献血委員会指導力育成
委員会

会員・会則・出席
委員会 財務委員会 PR・IT

委員会

灰野　耕二

瀬古　　宏

L.

L.

長沼　　喬
武蔵　憲二

L.
L.

委員長

副委員長
栁　真太郎L.

中林　克彦
花﨑　　力

L.
L.

委員長
久保田雅洋

福島　良二

L.

L.

松田　昭彦L.

委員長

副委員長
安田　将大

長谷川周司

L.

L.

今泉　新吾
柳瀬　　充

L.
L.

委員長

副委員長
長谷川武彦

南中道　豊

L.

L.
秋山　広行
鈴木　正行
原島　照良

L.
L.
L.

委員長

副委員長
畑　　恵三

藤澤　　稔

L.

L.
加藤　　明
藤村　久雄
松橋　正樹

L.
L.
L.

委員長

副委員長
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FUKAYA LIONS CLUB MEMBER

深谷 LC メンバー紹介

秋山　広行

室田　真巨

五十嵐　裕介

清水　陽一

今泉　新吾

中山　直也

株式会社 グッドライフ

有限会社 三洋社

五十嵐土建

株式会社 福祉の村 孝宏会

野菜肉巻串　串”志堅

株式会社 アイプラス

〒366-0821　深谷市田谷262-1
TEL：577-5555　FAX：577-5040

〒366-0041　深谷市東方3723-2
TEL：551-4192　FAX：551-4193

〒366-0801 深谷市上野台 3408-5
TEL：577-5410　FAX：577-5411

〒369-1101 深谷市瀬山629
TEL：578-2432　FAX：578-2431

〒360-0845 熊谷市美土里町1-46
TEL：571-0115　FAX：571-0116

〒369-1202 寄居町桜沢1695
TEL：581-3909　FAX：538-0416

会長テーマ

会長スローガン

「勇往邁進」

「未来を創る獅子となる」

会 長
Chairman

幹 事
Secretary

会 計
Treasurer

第49代 
会 長
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深谷 LC メンバー紹介

小島　洋輔 篠﨑　信行 柴崎　宏
ソニー生命保険 株式会社 株式会社 ＲＣホーム 社会福祉法人 栃の木福祉会

〒367-0021 本庄市東台3-4-27-105
TEL：0495-71-6439
FAX：0495-71-6474

〒366-0051 深谷市上柴町東 3-18-3
TEL：572-8956　FAX：572-8989

大澤　公夫

加藤　明

小野　太一郎

久保田　雅洋

柿澤　元幸

剱持　紀雄

株式会社 ダイシンオート

株式会社 ユニオン商事

有限会社 時習堂書店

有限会社 うな平

株式会社 彩緑

Ken’s Net エンジニアリング㈱

〒366-0035　深谷市原郷1930
TEL：573-2210　FAX：573-8983

〒366-0811　深谷市人見973-2
TEL：572-8166　FAX：572-8892

〒366-0823　深谷市本住町1-15
TEL：571-0223　FAX：574-3968

〒366-0052 深谷市上柴町西2-13-1
TEL：573-1073　FAX：573-1325

〒366-0035　深谷市原郷215
TEL：501-7367　FAX：571-5955

〒366-0001　深谷市中瀬1484-1
TEL：587-1791　FAX：594-6466

第29代 
会 長

第34代 
会 長

第46代 
会 長

第45代 
会 長
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FUKAYA LIONS CLUB 50th
深谷ライオンズクラブ 50 周年記念誌

末吉　隆弘

中林　克彦

長谷川　周司

鈴木　正行

沼尻　庄市

長谷川　武彦

瀬古　宏

灰野　耕二

畑　恵三

療術会 創建舎 柔

株式会社 中林商店

有限会社 埼北再生アスコン

株式会社 ベルウッド

株式会社 沼尻電気

株式会社 日本グリーン警備

有限会社 瀬古商店

税理士法人Ｔ＆Ｓ灰野税理士事務所

諏訪倉庫 株式会社

〒366-0026 深谷市稲荷町2-10-21
TEL：575-5002　FAX：575-5002

〒366-0837　深谷市起会129-3
TEL：571-0890　FAX：598-3673

〒360-0843 熊谷市三ヶ尻3669-1
TEL：532-2466　FAX：532-2179

〒366-0041　深谷市東方1704-2
TEL：574-0011　FAX：594-9078

〒369-1244　深谷市東方4298
TEL：572-1659　FAX：574-6915

〒366-0811　深谷市人見466-3
TEL：580-7710　FAX：580-7712

〒366-0033　深谷市国済寺459-4
TEL：573-0051　FAX：573-0984

〒366-0052 深谷市上柴町西5-12-6
TEL：572-0883　FAX：573-0705

〒366-0034　深谷市常盤町1
TEL：571-6321　FAX：571-6323

第35代 
会 長

第32代 
会 長

第48代 
会 長
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深谷 LC メンバー紹介

花﨑　力

平識　豪

藤村　久雄

原　浩

福島　良二

前田　恭央

原島　照良

藤澤　稔

松田　昭彦

株式会社 花﨑塗装店

雄飛 株式会社

有限会社 フジムラ防災

株式会社 朝日屋

有限会社 エムテック

原島建設

有限会社 藤建工業

〒366-0051 深谷市上柴町東5-18-4
TEL：572-0358　FAX：572-6907

〒366-0051 深谷市上柴町東5-1-31
TEL：574-3799　FAX：577-3030

〒366-0831　深谷市内ケ島710-7
TEL：573-8370　FAX：598-7896

〒366-0019　深谷市新戒384
TEL：587-3126　FAX：587-4664

〒366-0829　深谷市西大沼60-1
TEL：551-4110　FAX：551-4088

〒366-0829　深谷市西大沼278
TEL：572-4721　FAX：572-4721

〒366-0052 深谷市上柴町西3-13-14
TEL：571-8760　FAX：571-8712

第40代 
会 長

第41代 
会 長

第42代 
会 長

第43代 
会 長

第47代 
会 長
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FUKAYA LIONS CLUB 50th
深谷ライオンズクラブ 50 周年記念誌

南中道　豊

栁　真太郎

武蔵　憲二

柳瀬　充

安田　将大

山口　和人

有限会社 武蔵野オート管理

株式会社 CEL

株式会社 日本グリーン企画

赤城自動車工業 株式会社

株式会社 安造園

深谷電気工事 株式会社

〒366-0812　深谷市折之口479-1

〒369-1224　寄居町鉢形278-6
TEL：581-0901　FAX：581-9796

〒366-0811　深谷市人見479-4
TEL：572-8441　FAX：572-4272

〒366-0035　深谷市原郷2113
TEL：571-2371　FAX：573-6404

〒366-0818　深谷市萱場63-7
TEL：574-9048　FAX：507-4754

〒366-0802　深谷市桜ヶ丘 16-1
TEL：577-5471　FAX：577-5461

第37代 
会 長

第28代 
会 長
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深谷 LC 物故ライオン

故 L. 加 藤　 隆 司 1983 年 11 月 3 日 ご逝去

故 L. 外 塚　 才 治
1 9 8 1 ～ 1982 年 第 7 代会長
1 9 8 4 ～ 1985 年 4R・1Z ゾーンチェアマン
1 9 9 1 ～ 1992 年 献血推進委員会 委員
1994 年 4 月 24 日 ご逝去

故 L. 水 村 幾 太 郎
1 9 7 7 ～ 1988 年 第 3 代会長
1 9 7 9 ～ 1980 年 レオ・ライオネス委員会 委員
1 9 9 2 ～ 1993 年 長期計画リサーチ委員会 副委員長
1 9 9 8 年1 2 月3 0 日 ご逝去

故 L. 杉 山　 秀 一

1 9 7 6 ～ 1977 年 第 2 代会長
1 9 7 7 ～ 1978 年 PR 情報委員会 委員
1 9 7 8 ～ 1979 年 視聴力保護・言語障害者・福祉・献血委員会 委員
1 9 8 1 ～ 1982 年 4R・1Z ゾーンチェアマン
1 9 8 6 ～ 1987 年 4R リジョンチェアマン
2000 年 1 月 15 日 ご逝去

故 L. 小 泉　 達 雄
1 9 9 3 ～ 1994 年 クラブ会計
1 9 9 6 ～ 1997 年 クラブ幹事
2 0 0 4 ～ 2005 年 第 30 代会長
2006 年 3 月 31 日 ご逝去

故 L. 山 本　 国 広 2 0 1 2 ～ 2013 年 キャビネット副幹事・クラブ会計
2012 年 9 月 9 日 ご逝去

故 L. 浜 川　　 稔　 2014 年 5 月 26 日 ご逝去

故 L. 鴇 田　 光 政

2 0 0 2 ～ 2003 年 クラブ幹事
2 0 0 7 ～ 2008 年 第 33 代会長
2 0 0 9 ～ 2010 年 第 56 回年次大会登録部会 委員
2 0 1 2 ～ 2013 年 LCIF・緊急援助委員会 副委員長
2014 年 11 月 1 日 ご逝去

故 L. 長 沼　　 喬　　

1 9 8 3 ～ 1984 年 クラブ幹事
1 9 8 8 ～ 1989 年 クラブ会計
1 9 9 9 ～ 2000 年 第 25 代会長
2 0 0 2 ～ 2003 年 会員会則委員会 副委員長
2 0 0 7 ～ 2008 年 情報テクノロジー委員会 委員
2 0 1 0 ～ 2011 年 6R － 1Z ゾーン・チェアパーソン
2024 年 12 月 28 日 ご逝去

故 L. 松 橋　 正 樹 2025 年 1 月 14 日 ご逝去

物故ライオン

志半ばにして逝きしライオンの偉業を讃え

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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深谷 LC アルバム

2010 年頃～
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深谷 LC アルバム

2010 年頃～
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FUKAYA LIONS CLUB 50th
深谷ライオンズクラブ 50 周年記念誌

2014 年頃～
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深谷 LC アルバム

2016 年頃～
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FUKAYA LIONS CLUB 50th
深谷ライオンズクラブ 50 周年記念誌

2020 年頃～
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50 周年記念　実行委員会組織表

会長
L. 室田　真巨

大会実行委員長
L. 剱持　紀雄

大会幹事
L. 清水　陽一

大会副幹事
L. 中山　直也

大会会計
L. 中山　直也

大会副会計

L. 清水　陽一

直前会長
L. 秋山　広行

記念事業部会

・事業内容の検討
等

式典部会

・式典内容の検討
・会場の設営

等

祝宴部会

・祝宴の内容の検討
等

総務部会

・記念品の準備
・次第の作成

等

・記念誌の発行
等

PR・記念誌部会

副部会長

部会長 部会長 部会長 部会長 部会長

副部会長 副部会長

小野 太一郎

沼尻　庄市

花﨑　　力

福島　良二

松田　昭彦

L.

L. 

L.

L. 

L.

副部会長

今泉　新吾

加藤　　明

灰野　耕二

長谷川 武彦

南中道　豊

柳瀬　　充

L.

L. 

L.

L. 

L.

L. 

副部会長

柿澤　元幸

末吉　隆弘

長沼　　喬

武蔵　憲二

L. 

L.

L. 

L.

鈴木　正行

中林　克彦

原島　照良

安田　将大

栁　真太郎

L.

L. 

L.

L. 

L. 

長谷川 周司L.

山口　和人L.

柴崎　　宏L.

畑　　恵三L.

篠﨑　信行L.

五十嵐 裕介L.

原　　　浩L.

藤村　久雄L.

藤澤　　稔L.

小島　洋輔L.

大澤　公夫

久保田 雅弘

瀬古　　宏

前田　恭央

松橋　正樹

平識　　豪

L.

L. 

L.

L. 

L.

L. 

室田　真巨
剱持　紀雄
清水　陽一
中山　直也
中山　直也
清水　陽一
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　この度、深谷ライオンズクラブは、L. 室田真巨会長・L. 剱持紀雄実行委員長のもと

結成５０周年という大きな節目の年を迎えることができました。

記念誌の作成にあたり関係各位のご祝辞を頂きました事に心より感謝申し上げます。

　半世紀にわたり、先輩ライオンズメンバーが、地域社会への貢献と奉仕活動に尽力し

てこられたのも、多くの方々の支えと協力があったことと改めて実感いたしました。

　この記念誌では、５０周年記念事業を中心にこれまでの歩みを振り返り、過去の活動

記録を通じて、未来の活動へのインスピレーションを得られれば幸いです。今後も私た

ちは「We Save」の精神を大切にし、地域に根差した活動を続けていく所存です。これ

からの２５年、５０年先もさらなる飛躍を目指し共に歩んでいきましょう。

　最後に、改めて本誌の編集にご協力いただいた全ての方々に感謝を申し上げます。こ

れからも深谷ライオンズクラブの活動にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ

ます。

PR・記念誌部会 部会長　L. 長谷川　周司

発 行 者
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デザイン・制作
印 刷・ 製 本
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PR・記念誌部会
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副部会長　山口 和人
鈴木　正行・中林　克彦
原島　照良・安田　将大
柳　真太郎
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